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正解者の中から

抽選で３人に当
たる！

く
、
画
期
的
な
目
薬
と
し
て
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
吟
香
は
、

上
海
市
（
中
国
）
に
精
錡
水
の
取
次
所
、
銀
座
（
東
京
都
）

に
精
錡
水
調
合
所
（
の
ち
の
楽
善
堂
）
を
設
け
、
販
路
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
精
錡
水
の
偽
物
が

出
回
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　
精
錡
水
の
主
成
分
は
硫
酸
亜
鉛
で
、
現
代
の
目
薬
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
亜
鉛
（Zinc

）
は
、
当
時
の
上
海
地
域

で
は「
シ
ン
キ
」と
発
音
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、商
品
名
の「
精

錡
」
は
、
そ
の
当
て
字
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
漢
字
に
素
養
の

あ
っ
た
吟
香
ら
し
い
命
名
と
い
え
ま
す
。

　
吟
香
は
、
看
板
や
引ひ

き

札ふ
だ

（
広
告
チ
ラ
シ
）、
新
聞
広
告
を

巧
み
に
活
用
し
、
精
錡
水
を
宣
伝
し
ま
し
た
。
写
真
の
看
板

（
津
山
洋
学
資
料
館
寄
託
・
和
田
家
資
料
）
も
そ
の
一
つ
で

す
。
西
今
町
の
翁お

き
な

橋ば
し

の
た
も
と
で
薬
や
雑
貨
を
扱
っ
た
永
野

屋
の
軒
に
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
高
さ
は
約
１・
５
メ
ー

ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
左
側
に
「
岸
田
吟
香
謹
製
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
よ

く
見
る
と
「
吟
」

の
文
字
が
古
い
書

体
で
書
か
れ
て
い

て
、
吟
香
の
教
養

の
深
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
日
本
に
お
け
る
液
体
目

薬
の
販
売
は
、
明
治
時
代

に
人
気
を
博
し
た
精
錡
水

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
精
錡

水
は
、
久
米
北
条
郡
中
垪

和
谷
村
（
現
在
の
久
米
郡

美
咲
町
）
出
身
の
岸き

し

田だ

吟ぎ
ん

香こ
う

（
１
８
３
３
～
１
９
０
５
）
が
、

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
に
製
造
販
売
を
開
始
し
た
、
西
洋

医
学
に
基
づ
く
目
薬
で
す
。
吟
香
は
15
歳
で
津
山
に
来
て
、

学
問
修
行
に
励
み
ま
し
た
。

　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
、
眼
病
を
患
っ
て
い
た
吟
香
は
、

横
浜
で
開
業
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
医
ヘ
ボ
ン
の
治
療

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
吟
香
は
、

ヘ
ボ
ン
が
取
り
組
ん
で
い
た
日
本
で
最
初
の
和
英
辞
典
『
和

英
語
林
集
成
』
の
出
版
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ヘ
ボ
ン
の
信
頼
を
得
た
吟
香
は
、
目
薬
の
製
法
を
伝

授
さ
れ
、
精
錡
水
と
名
付
け
て
販
売
し
た
の
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
貝
殻
に
入
っ
た
練
り
薬
や
、
粉

薬
を
水
で
溶
き
糊の

り

状
に
し
た
薬
を
面
相
筆
な
ど
で
、
閉
じ
た

瞼ま
ぶ
た

や
目
尻
に
塗
る
治
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
を
水

に
溶
い
て
で
き
た
上
澄
み
液
を
垂
ら
し
、
目
を
洗
う
目
洗
い

薬
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
薬
液
を
点
眼
す
る
精
錡
水
は
珍
し

問
津
山
洋
学
資
料
館
（
西
新
町
）

☎
23
－
３
３
２
４

画
期
的
な
目
薬

「
精
錡
水
（
せ
い
き
す
い
）」
の
登
場

岸田吟香肖像写真

※
こ
の
看
板
は
、
７
月
３
日
㈯
か
ら
開
催
す
る
津
山
洋
学

資
料
館
の
夏
季
企
画
展
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
21
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い


